
止血・消毒用消耗品  ／／  

検査試薬（血液型、NAT用など）  JJ   

経費  61．93 円  100．63 円  54．39 円  2，336．88 円   
登録者への献血依頼経費、献血者処遇兼（記念品代）  

＜採血＞  血奨成分採血のみ  
採血装置借料、減価償却♯（採血装覆分）  献血ルームの借料・減価償却  
採血装t保守料  ♯は負担しない  

＜検査＞  血葬成分採血のみ  
検査検体送料  
光熱水料等  
検査機蕃保守料・減価償却費  

＜製造＞  

製造機羊等保守料・減価償却費  輸血用血液製剤の製造に係  
光熱水料  るものは負担しない。  

（原料血欒の凍掛一時保管に関するもののみ）  

白血球除去の導入に伴い生じた経費   全血採血のみ   

人件費  218．26 円  288．46 円  110．70円  5，661．73 円  医師（検診）  血策成分採血のみ  

看護蘭（検診・採血・採血前後の準備）  ／／  

検査職員（生化学検査・感染症検査）  JJ  

事務職員（献血者の受付、採血後の応対）  ／／  

＃造職員（凍結・一時保管）  

原料血奨の確保のため新鮮凍結血諾から転用する  
ために生じた労務費  

管理供給・調査研究費   125．85 円   241．22 円   220．24 円   471．95 円  原料血策輸送・貯留保管費用（血液管理センターの管理  
部門経費含む）  
川ットル当たり単価を1採血当たり単価に変換  

計   631．40 円   907．17 円   660．46 円   15．970．71円  

1採血あたりの原料血策主   
0．12一㍑   0．23㍑   0．21㍑   0．45㍑   

合計（1リットルあたり単価）①  5，261．67 円   3，9ヰ4．22 円   3，145．05 円   35，490．47 円   

2．原料血紫価格の計算（凝固因子製剤用）  

原料血莱確保見込圭②   119，407 ㍑   414．675 ㍑   176．540 ㍑   259，378 ㍑   

確保兼用計①×②   628，280，230 円  1，635，569，429 円  555．227．127 円  9，205．447，128 円   

確保費用総計③   12，024，523，913 円   

原料血焚確保目標量④   97万リットル   

原料血策標準価格 ③／④×105％  13．016 円／リットル  13．020円   

原料血欒確保目標1：97万リットル   



3．凝固因子製剤用以外の原料血渠標準価格  

積算内訳   

その他の分画製剤用  
凝固因子製剤用価格（案）  

13，020 円／リットル ×  
現行価格の比率  
＝．980 円（その他分画用）  11，861．6 円／リットル →11．870 円  
13．150 円（凝固用）  

Ⅱ＋Ⅲ  

凝固因子製剤用血渠の価格変動割合  
13，020 円  ＝ 50，089．9 円／kg  → 50，090 円  

現行価格   

50，590 円／kg  X  

13，150 円  
Ⅳ－1  

凝固因子製剤用血祭の価格変動割合  
13，020 円  ＝15，059．6 円／kg  →15，060 円  

現行価格  

15，210 円／kg  X  

13，150 円  

Ⅳ－4  

凝固因子製剤用血渠の価格変動割合  
13，020 円  ＝15，752．7 円／kg  →15，760 円  

現行価格  

15，910 円／kg  X  

13．150 円   



平成19年度需要見込関連表  
A   B   C   D＝B＋C   E   F＝D－E   G   

H18年度  H18年度末  H19年鹿末  

種 類   換算規格  
H19年度需要  月分）   

供給見込  在庫見込   輸入見込呈   在庫見込呈   

， づミン   

25％50m11瓶   3，255，500   961，700   3，236，800   4，198，500   3，259．200   939，300   3．5   
乾燥人フィブリノゲン   

1gl瓶   2，500   1，100   2，300   3，400   2，400   1，000   5．0   
組織接着剤   

Cn了   9，308，100   2，683，100  10，803，700  13，486，800  10，723，300   2，763，500   3．1   
血液凝固第Ⅷ因子（遺伝子組換え型  
含む）   1000単位1瓶   328，900   142，000   351，900   493，900   343，000   150，900   5．3   
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子（複合  

体含）   1000単位1瓶   36，400   12，800   34，300   47，100   37，100   10，000   3．2   
インヒビター製剤   

延人数   10，000   6，300   14，500   20，800   13，700   7，100   6．2   
ヒト血疑由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ因  

子   
1瓶   137，300   43，200   130，200   173，400   117，200   56．200   5．8   

トロンビン（人由来）   

10000単位1瓶   29，800   10，600   53，800   64，400   34，800   29，600   10．2   
人免疫グロブリン   

2．5gl瓶   1，315，400   404，400   1，509，500   1，913，900   1，515，900   398，000   3．2   
抗HBs人免疫グロブリン   

1000単位1瓶   23，700   9，400   30，200   39，600   23，300   16．300   8．4   
乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   

1000倍1瓶   9，000   4，600   9，400   14，000   8，．600   5，400   7．5   
抗破傷風人免疫グロブリン   

250単位1瓶   75，200   57，600   73，200   130，800   84，600   46，200   6．6   
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   

500単位1瓶   387，800   119，200   413，200   532，400   438，100   94，300   2．6   
乾燥濃縮人活性化プロテインC   

2500単位1瓶   300   300   0   300   200   100   6．0   
人ハブトゲ白ビン   

2000単位1瓶   43，900   11，800   43，900   55，700   44，000   11，700   3．2   
乾燥濃縮人Cl－インアクチヘ●－ター   

1瓶   630   200   700   900   460   440   11．5  



平成■17年度の血祭分画製剤の需給状況  

注1．数値は、製品の規格別に報告された数量を集計し、代表的な規格・単位に換算したうえ、四捨五入により100又は   
10の整数倍で表示した。   

注2．液状タイプの組織接着剤については、接着■閉鎖部位の面積当たりの使用量を勘案して換算し、   
インヒビター製剤については、体重50kgの人への投与量を標準として人数で算出した。  

19   



平成18年度の血渠分画製剤の需給状況（4月～12月実績）  

トロンビン（人由来）   

注1．数値は、．製品の規格別に報告された数量を集計し、代表的な規格■単位に換算したうえ、四捨五入により100又は   
10の整数倍で表示した。   

注2．液状タイプの組織接着剤について ‾ 接着・閉鎖部位の面積当たりの使用量を勘案して換算し、   
インヒピタ・－製剤については、体重50Kgの人への投与量を標準として人数で算出した。  
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アルブミン製剤の製造量等の推移  
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免疫グロブリン製剤の製造量等の推移  
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